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第 2回糸魚川市地域公共交通協議会 

 

【日時及び会場】 

平成 29 年 10 月 16 日（月）13：30～15：35 

糸魚川市役所本庁舎 2階 203・204 会議室 

 

【出席委員】 

織田義夫委員、松澤和彦委員、白石雅孝委員、渡辺郁子委員、猪又直登委員、間嶋善孝委員、 

竹内卓委員（代理出席）、運上武史委員（代理出席）、梅本博文委員、池田政幸委員、 

若山芳明委員（代理出席）、平内芳美委員、古畠敏枝委員、斉藤ミチヨ委員、伴一徳委員、 

小松美保子委員、佐藤友哉委員（代理出席）、滝川一夫委員、木下耕造委員 

以上 19 名 

 

【会議の概要】 

１ 開会 

・建設課長の進行で 13：30 開会 

 

 

２ 挨拶 

・会長（糸魚川市副市長）による挨拶 

 

 

<会議成立報告> 

委員出席状況は、26名中、19 名出席。協議会規約に規定する過半数を超えているた

め、本会議の成立要件を満たしている旨を報告。 

 

 

<アイスブレイク> 

「最近、公共交通に乗った感想、または乗らなかった理由」もしくは「PR」につい

て、委員お一人ずつご発言いただく。 

 

 

３ 報告 

・議事進行は建設課長 

(1) 糸魚川市地域公共交通協議会委員の交代について 

質問・意見なし。 

 

(2) 平成 28 年度市内路線バス乗降量調査の分析結果について 

質問・意見なし。 

 

(3) 地域公共交通の再編に関する地区意見交換会の進捗について 

（質問・意見） 

委 員：先日の地元での協議では、路線バス根知線について、西廻りと東廻り

に分かれており、西廻りはスキー場などもあり一定の利用があるが、

東は不便で利用も少ない。そこで、西と東に分かれているのを一本に

して、あちこち回れるようなルートにしたら利用者も増えるのではな
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いかと話している。少ない人数しかいない地域だが、そのような改善

を希望している。早く実現してほしい。 

 

４ 議事 

・議事進行は会長（糸魚川市副市長） 

(1) 平成 28 年度決算について 

（質問・意見） 

質問・意見なし。 

 

（決 議）原案のとおり承認。 

 

(2)（仮称）地域公共交通再編実施計画（素案）について 

（質問・意見） 

委 員：p1検討フローについて、第 4回協議会は地区意見交換会 3巡目が終わ

った後ということでよいか。 

事務局：そのようになる。 

できれば次回の第 3回協議会では、概ねの見直しルート等の少し詳し

い内容を示す予定である。その検討案を持って、各地区に入っていき

たいと考えている。それに対する地区との概ねの合意形成を図ってか

ら、第 4回協議会で、皆さんに最終案として示したいと考えている。 

 

委 員：p2 収支等の現況整理について、H28 年度データに基づき「概算収支率」

が算定されているが、それ以前の収支データについても勘案し検討を

行っているのか。 

事務局：本協議会は昨年度からの設置となるので、「概算収支率」を算定した

のは H27、28 年度分である。それ以前から、バス事業者様とは毎年、

次年度の運行について、市の考え等をお伝えしながら、検討を重ねて

きた。その中で、バス事業者様が「収支率」の確認を行っている。 

委員（バス事業者）：これまでも運行計画の検討については、年 4回の乗降量調査、利用者

からのご意見・ご要望、ドライバーの意見などを踏まえて、市との協

議により進めてきた。引き続き、3 月の鉄道ダイヤの改正も考慮しな

がら進めていきたいと考えている。 

 

委 員：見直しにおいては、利用者のニーズを把握し、そのギャップをいかに

埋めていくのかが基本だと思う。利用者だけでなく利用されていない

方も含めて地域のニーズを丁寧に拾い上げ、合意を図ろうとしている、

これまでの意見交換会の取組はすばらしいと思う。是非、これらの協

議結果を見直しに反映していってもらいたい。 

また、再編案では、乗り換え等が増える方向であり、利用者側からす

れば抵抗感もあるだろう。待合環境の改善など、負担感を軽減してい

く取組も大事だと感じている。 

事務局：利用者の声、規模これだけの声が届くのは初めてであり、バス事業者

様が把握していない声も多くあると思う。各事業者と共有しながら、

ニーズとのギャップを埋めていきたいと考えている。乗り換えについ

ては意見交換会の中でも、結節点からの分かりやすさ等も含めて意見

をもらっている。市街地巡回タイプのくるりと回る路線を分かりやす

くし、今よりも短い間隔で走ることなどを検討することで、利用者の

ご理解もいただけるのではないかと思っている。 



 

- 3 - 

 

 

 

委員（バス事業者）：p10 運行イメージ図について、青海地区の 3 系統を 1 系統に整理統合

していく方向性が示されているが、利用者が高齢化する中で、自宅の

前に停車してもらいたいといった意見もあり、利用者の利便低下のフ

ォローについても検討が必要だと感じている。 

事務局：バス事業者様としての知恵を出していただきながら、よりよい再編案

を協議していきたいのでお願いしたい。 

 

（決   議）原案のとおり承認。 

 

(3) その他 

なし。 

 

 

５ その他 

●事務局からの報告・連絡事項２件 

（１）平成 29 年度のユニバーサルデザインタクシーの購入にかかる国庫補助事

業の不採択の結果について 

（２）次回（第 3回）協議会の開催について 

11 月 30 日、13：30～、市民会館会議室での開催を予定 

 

（質問・意見） 

質問・意見なし。 

 

●バス事業者様からの報告事項１件 

（１）路線バス根知線「姫川団地入口バス停留所」（糸魚川駅方面）の移設に

ついて 

 

（質問・意見） 

質問・意見なし。 

 

 

６ 閉会 

（ 15:35 終了 ） 


